
1．ディジタル信号でLEDの明るさや
モータの回転を制御するには

一般にディジタル回路では，ハイ・レベルは 3.3V，

ロー・レベルは0Vのように出力電圧は一定です．そこで，

電圧を変更せずにLEDの明るさやモータの回転などのア

ナログ量を変更する一つの方法として，信号の出力期間を

変えるPWM（Pulse Width Modulation）という方式があり

ます．

PWMは，日本語ではパルス幅変調と呼ばれる変調方式

の一種です．図 1のように，パルス中のハイ・レベルと

ロー・レベルの信号を出力する時間の割合を変化させま

す．1周期中のハイ・レベルの期間の割合をデューティ比

と言います．ハイ・レベルを出力する期間が違うだけで波

長や振幅は変化しません．

今回サンプルとして挙げる，LEDの発光をじんわりと

変化させる「蛍の光」は，高速に点滅するLEDの点灯時間

の割合をPWMで変化させて光の強弱を表現します．高速

で点滅するLEDは人間の目には常時点灯しているように

見えるため，実際に点灯している時間が短ければ弱く，長

ければ強く光っているように見えます．

2．マルチファンクション・タイマ・
パルス・ユニット2

本誌2010年 6月号付属SH-2Aマイコン基板（以降，SH-

2A基板）に実装されているSH7262（1）は，マルチファンク

ション・タイマ・パルス・ユニット2（MTU2）という機能

を備えています．MTU2は，16ビット・タイマで構成さ

れるチャネル0～チャネル4の計5チャネルを内蔵してい

ます．ここでは，MTU2を使ってPWM信号を生成する方

法を説明します．

マルチファンクションの名の通りMTU2は，カウント

に関する多様な機能を備えています．基本的な16ビット・

カウンタだけではなく，たとえば，カスケード接続による

32ビット・カウンタやPWM波形の生成，位相計数など

ができます．しかし，5チャネルすべてでこれらの機能が

利用できるわけではなく，その機能を利用できるチャネル

が決まっていたり，複数のチャネルを組み合わせる必要が

あったりします．PWM信号を生成するリセット同期PWM

モードの場合は，チャネル3とチャネル4を使用します．

自分で基板を設計する場合は，どのチャネルをどのように

配線するかに注意しましょう．
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図1 パルス幅変調された信号

ハイ・レベルの期間がそれぞれ異なっている．

PWM（パルス幅変調）とは，マイコンから出力するディジタル値をアナログの世界で利用
するための方法の一つです．DCモータや調光器への電力を制御するなど，さまざまな場面
で利用されています．本章では，SH7262 に内蔵されているマルチファンクション・タイ
マ・パルス・ユニット2およびPWMモジュールを利用してPWM信号を生成する方法につ
いて説明します． （筆者）

高機能タイマ・コントローラやPWM
コントローラを使ったPWM信号の生成
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